
　１ 認知状況

被害者の年齢構成・性別割合

12.7%

6

17.3%

13

0.9%

４　ニセ警察詐欺を独立した手口として位置付けた理由
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※　率は小数点第2位以下四捨五入。　金額は、千円以下四捨五入。
　　「決済型」はPayPayなどのコード決済やクレジット決済が該当
※　四捨五入の関係上、合計が合わない場合があります。
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　ニセ警察詐欺は、手口分類上は大半が「オレオレ詐欺」に
分類されている一方、従来の「オレオレ詐欺」（いわゆる息子
騙り等）の場合、被害者はほぼ高齢者に限られていました
が、ニセ警察詐欺被害は高齢者以外にも被害が及んでいる
ことや、また、ニセ警察詐欺の場合は、架電だけではなく、Ｓ
ＮＳのテレビ電話やメッセージ機能が使用されているなど、従
来のオレオレ詐欺には見られない特徴が認められ、被害も
顕著であることから、今般、独立した手口として位置付け把
握することで、より的確な対策につなげていくこととしたもの
です。
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※　端数処理の関係で合計が100%にならない場合があります。
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資料 特殊詐欺、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺事件　認知状況
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※被害金額は、千円以下四捨五入。令和８年から、これまで「オレオレ詐欺」に含まれていた「ニセ警察詐欺」が独立。
※令和８年８月末の数値は暫定値。四捨五入の関係上、合計が合わない場合があります。
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【全　国】令和8年7月末現在　・　【宮崎県】令和8年8月末現在
　 特殊詐欺とは、被害者に　（１）電話やＳＮＳ等を通じて、対面することなく信頼させ又は関係を深めて信用させ、（２）指定した預貯金口座への振込その他の方法によ
り、（３）現金等をだまし取る犯罪（現金等を脅し取る恐喝及び隙を見てキャッシュカード等を窃取する窃盗を含む。）の総称。
　 令和８年４月１日の類型整理により、ニセ警察詐欺をオレオレ詐欺等から独立した手口と位置付けたほか、ＳＮＳ型投資詐欺、ＳＮＳ型ロマンス詐欺を特殊詐欺の一
手口とそれぞれ位置付け、全１３手口と整理された。
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※令和６年１月１日から、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺を計上。　※令和７年の数値は確定値。被害金額は、百万円以下四捨五入。令和８年から全国統計は四半期ごとに発表。令和８年７月末の数値は暫定値。
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※警察庁刑事局組織犯罪対策部組織犯罪対策第二課集計。　※令和８年４月１日から、特殊詐欺の手口は１３類型に分類変更。　※令和７年までの特殊詐欺の認知件数及び被害金額はSNS型投資・ロマンス詐欺を除く数値。


